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農 山 村 振 興 課

令和元年11月21日

令和元年度「守りたい秋田の里地里山５０」の認定について

１ 推薦地域の募集

令和元年度「守りたい秋田の里地里山５０」募集要領【別紙１】により、令和

元年５月１０日(金)から７月１９日(金)まで

２ 応募地域数

１０市町から合計１２地域（推薦）

（内訳）

Ⅰ．自薦 ２地域

前山地域（北秋田市）、椒沢地域（大仙市）

Ⅱ．他薦 １０地域

檜山地域（能代市）、宮ノ目地域（三種町）、金山地域（潟上市）、

中村地域（五城目町）、綱木沢地域（井川町）、東由利宿地域（由利本

荘市）、関地域（にかほ市）、京政地域（湯沢市）、板戸地域（湯沢市）、

貝沼地域（湯沢市）

３ 現地の確認

○応募期間終了後（8月1日～）、担当職員による現地確認を実施。

○秋田県農山村ふるさと保全検討委員による現地調査（4地域）

10月11日 前山地域、檜山地域、宮ノ目地域、中村地域で実施【別紙２】

４ 評価について

○ 募集要領に定める評価項目により、項目別に景観（１０）、活動状況（２０）、

ＰＲポイント（２０）合計５０点満点で評価し、審議の対象は３５点以上とす

る。【別紙３】
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５ 認定について

○ 募集要領により「秋田県農山村ふるさと保全検討委員会」で審議し、認定を

可としたものを秋田県農林水産部長が認定する。

６ 認定後のサポート等について（募集要領第６）

○ 認定地域を県のホームページ等でＰＲし、魅力を積極的に発信することとし

ており、平成29年度から情報発信推進員を選定して各地域の情報をＨＰに掲載

し、県内外にＰＲ。

○ 棚田等の保全に関する全国研修会等に、予算の範囲内で参加することができ

ることとしており、今年度は10月13～14日に開催された全国棚田サミット（山

口県長門市）に２名を派遣。（平成30年度認定：大仙市小沼地域より）

○ 県内外の企業や大学等と協働で行う里地里山の保全活動等を支援すること

とし、平成29年度から秋田の里地里山を守り継ぐプロジェクト事業を実施。

・里地里山のサポート活動支援事業（地域と里地里山サポーターとの協働活動）

＜令和元年度実施地域 ６地域＞

大里地域、黒土地域、横岡地域、小沼地域、三又地域、土沢地域

・里地里山の営農継承支援事業（耕作放棄地防止のための賃借料金助成）

＜令和元年度実施地域 ６地域＞

阿仁戸鳥内地域、中台地域、横岡地域、小沼地域、岩井川地域、手倉地域

○ 認定地域を対象に里地里山に対する県民の理解醸成や訪問者との交流拡大

のほか、認定地域間の連携や、新たな認定を目指す地域への意欲増進などを目

的として、昨年度は「守りたい秋田の里地里山５０カード」を作成し、認定地

域周辺の施設に配置したほか、今年度は、「守りたい秋田の里地里山５０スタ

ンプラリー」を開催した。（期間：令和元年5月1日～7月31日、応募総数：112

名）
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令和元年度「守りたい秋田の里地里山５０」　認定推薦地域位置図
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No. 地域名 所在地

38 前山 北秋田市前山

39 檜山 能代市檜山

40 宮ノ目 三種町下岩川

41 金山 潟上市飯田川金山

42 中村 五城目町馬場目

43 綱木沢 井川町寺沢

44 東由利宿 由利本荘市東由利宿

45 関 にかほ市象潟町関

46 椒沢 大仙市大沢郷宿

47 京政 湯沢市三梨町

48 板戸 湯沢市皆瀬

49 貝沼 湯沢市皆瀬

　R1年度推薦地域
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No. 地域名 所在地

1 小割沢 鹿角市八幡平

2 茂内屋敷 大館市雪沢

3 別所 大館市十二所

4 八木沢 上小阿仁村沖田面

5 阿仁小様 北秋田市阿仁

6 阿仁戸鳥内 北秋田市阿仁

7 横倉 藤里町藤琴

8 中台 八峰町峰浜水沢

9 谷地田 五城目町内川浅見内

10 黒土 五城目町内川黒土

11 帝釈寺 五城目町馬場目

12 安全寺 男鹿市北浦

13 須郷 由利本荘市東由利

14 横岡 にかほ市象潟町

15 余目 大仙市内小友

16 七滝 美郷町六郷東根

17 三又 横手市山内

18 狙半内 横手市増田町

19 塚須沢 横手市大森町

20 中ノ台 湯沢市皆瀬

21 土沢 湯沢市山田

22 落合 羽後町軽井沢

23 岩井川 東成瀬村岩井川

24 手倉 東成瀬村椿川

25 水沢 鹿角市八幡平

26 大地 小坂町大地

27 萱ヶ沢 秋田市雄和

28 長坂 由利本荘市長坂

29 滝 由利本荘市滝

32 中飯沢 羽後町飯沢

33 大里 鹿角市八幡平

34 大葛 大館市比内町

35 坂之下 由利本荘市矢島町

36 小沼 大仙市豊岡

37 大沢 横手市雄物川町

　H27年度認定地域

　H28年度認定地域

　H29年度認定地域

　H30年度認定地域
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　①前山地域（北秋田市前山） 　③宮ノ目地域（三種町下岩川）

　②檜山地域（能代市檜山） 　④金山地域（潟上市飯田川）

■令和元年度「守りたい秋田の里地里山５０」認定推薦地域　　写真（全景） （１／３）
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　⑤中村地域（五城目町馬場目） 　⑦東由利宿地域（由利本荘市東由利宿）

　⑥綱木沢地域（井川町寺沢） 　⑧関地域（にかほ市象潟町）

■令和元年度「守りたい秋田の里地里山５０」認定推薦地域　　写真（全景） （２／３）
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　⑨椒沢地域（大仙市大沢郷宿） 　⑪板戸地域（湯沢市皆瀬）

　⑩京政地域（湯沢市三梨） 　⑫貝沼地域（湯沢市皆瀬）

■令和元年度「守りたい秋田の里地里山５０」認定推薦地域　　写真（全景） （３／３）
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令和元年度「守りたい秋田の里地里山５０」募集要領

第１ 趣 旨

急傾斜地に広がる棚田などの農地は、これまで、地域の先人たちの絶え間ない努

力によって保全されてきましたが、急峻・狭小であるなど、地形上、厳しい生産条

件の下に置かれているほか、近年の過疎化、高齢化の進行により、維持管理が困難

な状況に直面しており、その荒廃が懸念されています。

一方、これらの農地は、冷涼な気候などを活かした多彩な作物の生産地域である

とともに、急峻な地形を巧みに利用した営農の継続を通じて、下流地域での洪水発

生抑止や地下水涵養など、単に生産基盤にとどまらない多様な公益的機能を担って

いることが再認識されており、県内においても多くの地域で、地域住民が主体とな

った保全活動が続けられています。

こうしたことから、農山村地域の農地が有する公益的機能を県民共有の財産とし

て次世代に引き継ぐため、地域住民が主体となって優れた景観を維持管理している

ことに加え、自然・文化・歴史・人など多様な地域資源を活用し、環境・交流活動

にも取り組んでいる地域を、「守りたい秋田の里地里山５０」として募集します。

県では、認定された地域で取り組まれている活動を優良事例として紹介し、農地

の維持・保全の取組に関する普及啓発を行うとともに、その魅力を積極的に発信す

ることによって、これらの農地の維持活動を通じた交流拡大のための取組や、県内

外の企業や大学等と協働で行う里地里山の保全活動等を支援することにしていま

す。

なお、「５０」は、住民による主体的な保全活動や環境・交流活動に取り組む地

域が将来的に県内で50か所以上となるよう目標数値として掲げたものです。

第２ 対象地域について

対象とする地域は、次の項目を満たす箇所とします。

１ 地形勾配が概ね１／20以上の急峻な水田を含み、営農が一体的な１ha以上の広が

りがあり、維持管理が行き届いていること。

２ 地域住民が参加する景観・環境を保全する活動や、地域資源を活かした交流活動

などに取り組んでいるか、または予定していること。

３ １及び２に準じる地域として当該市町村長が特に認める地域。

第３ 応募対象者

１ 地域住民（自治会等の地元組織）による応募（自薦）

２ 市町村による応募（他薦）
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第４ 応募方法

１ 地域住民による応募の場合（自薦）

（１）募集期間内に、市町村にお申し出ください。

（２）申し出を受けた市町村は、内容を精査のうえ、推薦調書（別紙１）を作成して

別記様式第１号により所管する地域振興局長を経由し、秋田県農林水産部長に提

出してください。

２ 市町村による応募の場合（他薦）

募集期間内に、推薦調書（別紙１）を作成して別記様式第２号により、所管する

地域振興局長を経由して秋田県農林水産部長に提出してください。

なお、この場合は、地域住民（自治会等地元組織）から、推薦について事前に必

ず了承を得てください。

第５ 対象地域の確認および認定方法

１ 確認方法

第４により推薦された地域については、推薦調書（別紙１）に基づき、地域の状

況や特色等について県が現地を確認します。

２ 認定方法

（１）県の第三者委員会である「秋田県農山村ふるさと保全検討委員会」で審議し、

秋田県農林水産部長が認定します。

（２）評価する項目については、別紙２によるものとします。

第６ 認定された地域に対する支援

１ 認定地域の魅力を毎年度、継続的に県で積極的に情報発信するとともに、様々な

啓発・普及を図ります。

〇県ホームページにおいて、新たな認定地域を含めた地域の魅力や現状、地域で

行う保全・交流活動等を紹介します。

〇首都圏でのプロモーション活動により、認定地域を広くＰＲします。

〇「美しく豊かな農村づくり 写真コンクール」（主催：秋田県土地改良事業団

体連合会）の対象地域になります。

〇「守りたい秋田の里地里山５０カード」を県で製作します。なお、製作したカ

ードは地域内の公共施設等に設置し、地域への来訪者を呼び込む等、ＰＲを図

ります。

〇県で認定地域のランドマークとして標柱を製作し、地域に贈呈します。

２ 棚田等の保全に関する全国研修会「全国棚田サミット」等に、予算の範囲内で参

加することができます。
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３ 農林水産部農山村振興課が所管する基金（秋田県中山間地域土地改良施設等保全

基金）を活用した事業を優先的に進めていきます。

①魅力ある秋田の里作り総合支援事業

地域資源を生かした「魅力ある里づくり」のモデル地域を育成するため、計

画策定から拠点整備、実践活動までを総合的に支援。

②秋田の里地里山を守り継ぐプロジェクト事業

「守りたい秋田の里地里山５０」認定地域における、県内外の企業や大学等

と協働で行う里地里山の保全・交流活動等を支援します。また、農地中間管理

機構等から新たに地域内の農地を借り受ける場合に、借受者に対し支援します。

４ 県の「元気な中山間農業応援事業」の対象地域となり、地域が有する地域資源等

を活用した農業プラン「地域資源活用プラン」を策定することにより、プランの実

現に向けた、水田の畑地化に必要な基盤整備等のハード支援や、地域特産物等の生

産体制の強化、６次産業化の取り組みに必要な機械等の導入などのソフト支援を行

います。

第７ 応募期間及び今後のスケジュール

１ 応募期間 令和元年5月10日（金）～令和元年7月19日（金）

２ 現地確認 令和元年8月（予定）

３ 選定地域の決定 令和元年9月（予定）

附 則 本要領は令和元年5月10日から施行する。
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（別紙１）

令和元年度「守りたい秋田の里地里山５０」推薦調書

１ 棚田等の概要

市町村名

地域の所在地

棚田等の名称

地域条件の

適否

対 象 地 域 要 件 適否

地形勾配が概ね1/20以上の急峻な水田を含み、営農が一体的な

1ha以上の広がりがあり、維持管理が行き届いている地域。

地域住民が参加する景観・環境を保全する活動や、地域資源を

活かした交流活動などに取り組んでいるか、または予定している

地域。

上記に準じる地域として当該市町村長が特に認める地域

棚田等の状況

総 面 積 ha 棚田等の枚数 枚

作付面積 ha 標高 ～ ｍ

休耕面積 ha 傾斜 １/○○

耕作放棄面積 ha

○地域内に土地改良区区域がある場合

【関係土地改良区名】

○地域内に日本型直接支払制度（多面的機能支払・中山間地域等直接支払）を活用している組織がある場合

【関係組織名】

《地域の棚田等を紹介する写真を添付》

－10－



２ 推薦の理由

３ 地域の営農・保全の状況

４ 地域が取り組んでいる環境保全・交流活動の状況

５ 地域の特徴

《現在の営農・保全の状況を記載》

《現在取り組んでいる地域特性を活かした取組等を記載》

《地域の自慢や地域をＰＲする特徴的な事項等を記載》
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６ その他

【その他添付資料】

・位置図（1/25,000）

・平面図（1/2,000）程度の図面

・写真位置図（撮影方向を記載）

・その他保全活動や地域の活動について関連資料があれば添付

※募集要領第４の２（市町村による応募）の場合においては、応募にあたり調整した地域住民（自治会や維

持管理組織等）の氏名又は組織名、連絡先等について記載した資料を提出すること。（様式任意。組織の場

合は代表者名も記入すること。）

《その他特徴的な事項があれば記載》

担当連絡先

所属 組織名、市町村名（部、課、係、班等）

職名・氏名 職名： 氏名：

電話番号
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（別紙２）

選定地域の評価項目

項 目 評価ポイント

景 観

地域住民の維持管理による優れた景観を有していること。

・昔ながらの棚田の景観を保っているもの（不整形田）

・基盤整備されたが、整備後の直線的な美しさ等を有しているもの

・手入れが行き届き美しいもの

・周囲の山や家屋のたたずまいと調和し、いわゆる日本的な風景を

感じさせるもの

などを評価

地域住民

の活動状況

地域住民が参加する景観・環境を保全する活動や、地域資源を活かした

交流活動などに取り組んでいる地域、または予定している地域であるこ

と。

ＰＲ

ポイント

（加点）

歴史を有する点や、伝統文化の継承に関する点など幅広く評価できるこ

と。

・歴史を有するもの

・伝統文化の保存に関係しているもの

・特色ある地域資源を有するもの

・地域ぐるみの保全活動を展開しているもの

・地域の人々の暮らしの支えとなっているもの

・他地域にないような農地の景観を有するもの

などの項目を評価
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令和元年度秋田県農山村ふるさと保全検討委員会（現地調査）について

〇調査実施日

令和元年１０月１１日（金）

〇調査員

秋田県農山村ふるさと保全検討委員会員 ３名（伊藤委員、長濱委員、山本委員）

県農山村振興課 ５名（髙野農林水産部参事（兼）農山村振興課長 他４名）

〇各地域における質疑応答（※代表的な質疑応答を記載）

（Ⅰ）前山地域 ＜所在地：北秋田市前山＞

Ｑ１．雑穀米の栽培方法やスケジュールは？また、収量はどれくらいで連作障害等はないの

か？

Ａ１．品種にもよるが、５月には全品種の作付けを終わらせ今時期に収穫している。

※収穫量及び栽培方法、連作障害について（後日回答）

＜地元農家へ確認＞

反収は各品門同様で１００～２００kg/10aとなる。連作障害もあるため、毎年品目
毎に場所を変えながら栽培している。

Ｑ２．地域で組織する「前山元気村」の構成員は？また、イベントにはどれくらいの参加者

がいるのか？

Ａ２．地域自治会員が構成員となっており、地域の小学生（4～5人）も含め 30人程度の参
加者がいる。

（前山地域での現地調査状況）

－14－
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（Ⅱ）檜山地域 ＜所在地：能代市檜山＞

Ｑ１．地域の主な耕作者は誰になるのか？また作目は？

Ａ１．農業法人「アグリ檜山」が全面積を耕作しており、大豆を主としてネギやリンドウの

栽培も行っている。アグリ檜山の代表は、近傍の小学校の農業体験も受け入れている

など、地域交流も行っている。

Ｑ２．まちづくり協議会が組織化されているが、構成組織や員数、活動資金等については？

Ａ２．協議会は構成員３３３戸及び複数の部会（多面的組織・アグリ檜山・自治会・婦人会

等）で構成されている。活動資金としては、能代市からの補助金がメイン

（檜山地域での現地調査状況）

（Ⅲ）宮ノ目地域 ＜所在地：三種町下岩川＞

Ｑ１．高い田差がある場所や区画が小さいところも散見されるが、基盤整備は実施していな

い地域なのか？

Ａ１．基盤整備済みの地域である。但し、勾配がある区域については、極力、現況に合わせ

た工事（著しい基盤土の切盛を避けた）を行ったため、部分的にそのような場所が生

じている。

Ｑ２．岩川水系米の定義や栽培基準等はあるのか？また収穫量や価格はどれくらいか？

Ａ２．上岩川地域及び下岩川地域で栽培する米としている。栽培基準として、低農薬や堆肥

による土づくりなどを設定している。

※収穫量及び価格について（後日回答）

＜ＪＡへ確認＞

収穫量 約 687ton、
販売額 ①ネット・電話注文の場合 8,800円（30kg/袋 玄米）

②直売所での販売の場合 9,400円（30kg/袋 玄米）

－15－



（宮ノ目地域での現地調査状況）

（Ⅳ）．中村地域 ＜所在地：五城目町馬場目＞

Ｑ１．地域の主な栽培作目は？また、経営体は？

Ａ１．個人担い手農家による水稲作付けが主である。

Ｑ２．地域の水源は？地域境を確認したい。

Ａ２．下流域に隣接する馬場目川より揚水している。地域東側は隣集落の寺庭集落の農地と

隣接しているが、田差が生じているラインが本地域の境目となっている。

（中村地域での現地調査状況）

－16－



令和元年度　推薦地域評価一覧 (案) 別紙３　（１／２）

(1)

(2)

40 47 42 42 40

項　目 配　点
前山地域

（北秋田市前山）
檜山地域

（能代市檜山）
宮ノ目地域

（三種町下岩川）
金山地域

（潟上市飯田川）
中村地域

（五城目町馬場目）

景　　観

非常に優れている 10

5

　地域では水稲のほか、雑穀
米として「アマランサス」や
「タカキビ」等を栽培してお
り、他地域にはない特色有る
農業を展開している。
　開花時には美しい景色が広
がるが、一時的ではあるもの
の、休耕農地がみられること
から、景観の評価は「普
通」。

7

　沢筋に伸びる一団の団地
で、基盤整備済みであるもの
の、傾斜との調和が図られた
景観が美しい。
　地域住民により適正に維持
管理され休耕・放棄地の発生
はないことからも、景観の評
価は「優れている」。

7

　山と川に囲まれた自然豊か
な本地域は、基盤整備された
整形の畦畔ラインと一面の田
園風景が調和しており美し
い。地域により適正に管理さ
れ休耕・耕作地の発生はない
ことから、景観の評価は「優
れている」。

7

　急峻で狭隘な条件不利農地
を抱えながらも営農が継承さ
れている。傾斜が著しい地域
の上流部においては、適正に
維持管理された美しい棚田風
景を眺望できる。休耕農地は
若干あるものの殆どが耕作さ
れており。景観の評価は「優
れている」。

10

　薬師山と馬場目川に囲まれ
た自然豊かな地域であり、基
盤整備済みであるものの、
整った美しい階段状の田園風
景は来訪者を魅了している。
　広範囲であるが、休耕・放
棄地は一切なく、景観の評価
は「非常に優れている」。
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集落の半数以上が参加 10
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５年以上 10
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続
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３年以上 7 /
10

/
10

/
10

/
10

/
10

その他 5

　集落で組織する「前山元気
村」では、子供達を集めての
各種交流イベントを開催し地
域の活性化に努めている。

　農事組合法人「アグリ檜山
（代表の山埼氏は秋田県認定
のふるさと水と土指導員。活
動組織代表。）」では、毎年
近傍の小学校と継続的に交流
を図っており、田植え・稲刈
り、大豆の収穫など農業体験
による学習の場にもなってい
る。

　本地域を含む下岩川地域全
体で行う「盆踊り」が実施さ
れており、近隣集落との交流
が生まれるなど、地域活性化
の一助となっている。

　地域の磯前神社では、毎年
5月と11月に豊作祈願を行う
など、伝統と文化を絶やさず
守り続けている。

　9世紀半ばに天台僧により
開設されたとされる「安養
寺」は現在は廃寺されている
ものの、修行僧が残した石像
「薬師如来」は町指定有形文
化財とされており、地域で大
切に保全している。

　地域で栽培する雑穀米は５
種類（アマランサス、ヒエ、
アワ、キビ、タカキビ）と多
種に渡り、全国的にも珍しい
地域である。

　地域では、まちづくり協議
会が設立されており、「なっ
とう祭り」や「檜山桜祭り」
など、多種多彩な交流イベン
トを企画し、地域の活性化を
図ってい

　地域産米を良質な水と厳し
い品質管理により栽培するブ
ランド米「岩川水系米」を栽
培・販売するなど、地域特産
物としてPRしている。

　地域には新規就農支援事業
交付金を活用し、小菊やトル
コキョウ等の花卉のハウス栽
培を行う農業者もおり、新た
な地域農業の展開を図ってい
る。

　貴重な地域資源として、集
落東部に樹齢500年以上、樹
高20m余りのいちょうの木が
立ち、地域住民による適正な
保全管理がされている。

　新たな取り組みとして「卵
油」等の製造も行っており、
比内地鶏の飼育を始める農家
もいる。

　地域では歴史の里づくりに
力を入れており、檜山城をは
じめとした数々の史跡を巡る
「のしろ檜山周辺歴史ガイ
ド」が人気となっている。

　地域の重要な交通網である
県道や町道では、日本型直接
支払制度（中山間）による向
日葵やコスモス等の植栽の
他、クリーンアップを地域一
体で行うなど、地域環境の保
全にも努めている。

　日本型直接支払交付金によ
る農地維持や花壇づくり等に
よる活動のほか、地域では料
理教室を通じた住民同士の交
流活動も行われている。。

　京都にゆかりを持ち、栽培
の北限とされる「檜山茶」の
保全機運の高まりを受け、檜
山茶保全会が発足するなど、
能代市と一体になった活動を
行っている。

計 /
50

/
50

/
50

/
50

/
50

地域住民
の

活動状況

　本地域は、日本型直接支払
制度（多面的）の活動組織
「前山地区資源保全会」の区
域（一部区域外）に含まれて
いる。
　集落の半数以上（約97%)が
参加し農地の維持保全を行っ
ている。

　日本型直接支払制度の活動
組織「羽州いなほ会広域活動
組織（多面的）」の区域（一
部区域外）に含まれている。
　集落の半数以上（約77%)が
参加し農地の維持保全を行っ
ている。

　本地域は、日本型直接支払
制度（中山間）の活動組織
「宮ノ目集落協定」の区域で
ある。
　集落の半数以上（約65%)が
参加し農地の維持保全を行っ
ている。

　本地域は、日本型直接支払
制度の活動組織「金山集落協
定（中山間）」及び「金山農
友会（多面的）」の区域（一
部区域外）である。
　集落の半数以上（約50%)が
参加し農地の維持保全を行っ
ている。

　本地域は、日本型直接支払
制度の活動組織「中村家ノ前
集落協定（中山間）」及び
「中村いずみ会（多面的）」
の区域（一部区域外）であ
る。
　集落の半数以上（約53%)が
参加し農地の維持保全を行っ
ている。

参
加
人
数

　平成19年から農地・水・環
境保全向上対策制度に取り組
み、現在は多面的機能支払交
付金よる活動を続けている。

　平成26年から多面的機能支
払交付金による活動を続けて
いる。

　平成12年より中山間地域等
直接支払交付金を活用し活動
を続けていけている。

　平成17年より中山間地域等
直接支払交付金、平成26年よ
り多面的機能支払交付金によ
る活動を続けている。

　平成18年より中山間地域等
直接支払交付金を活用し活動
を続けている。
また同年に中村いずみ会（多
面的）を設立。翌19年より農
地・水・環境保全対策制度に
取り組み、現在は多面的機能
支払交付金よる活動も続けて
いる。

Ｐ　　Ｒ
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別紙３　（２／２）

40 40 42 42 42 40 45

綱木沢地域
（井川町寺沢）

東由利宿地域
（由利本荘市東由利宿）

関地域
（にかほ市象潟町）

椒沢地域
（大仙市大沢郷宿）

京政地域
（湯沢市三梨）

板戸地域
（湯沢市皆瀬）

貝沼地域
（湯沢市皆瀬）

5

　丘陵地に開けた地域である
が、適正に維持管理された景
色が眺望できるほか、ブルー
ベリーをはじめとした、特色
有る農業を展開している。一
時的ではあるが休耕農地がみ
られることから、景観の評価
は「普通」。

10

　急峻で狭隘な農地を多く有
する地域であるが、営農を継
承し農地環境の保全に取り組
んでいる。高舘山から眺む棚
田の景色は鳥海山や夕日、雲
海等が織りなす様々な景色を
楽しむことができる。若干の
休耕農地がみられるものの、
景観の評価は「非常に優れて
いる」。

7

　南東に鳥海山、西に日本海
が背景となる棚田の景色が雄
大である。地域の適切な維持
管理や営農の継承も景色を一
層際立たせている。夕映えの
景色は棚田とのコントラスト
が特に美観である。しかしな
がら、休耕農地がみられるこ
とから、景観の評価は「優れ
ている」。

5

　急峻で狭隘な沢筋と開けた
緩傾斜の農地で設定される地
域であるが、地域による適正
な維持管理が行き届いてお
り、美しい田園風景が眺望で
きる。休耕・放棄地の発生は
ないものの、緩傾斜区域が多
いことから、景観の評価は
「優れている」。

7

 雄長子内岳と皆瀬川に囲ま
れた自然豊かな地域である
が、地域による適正な維持管
理が行き届いており、美しい
景観が眺望できる。休耕・放
棄地の発生はなく、景観の評
価は「優れている」。

10

　皆瀬側上流部に沿って開け
た丘陵地に位置する地域であ
り、整備済みであるもの急峻
な傾斜と整った畦畔のライン
が調和し景観が美しい。地域
住民により適正に維持管理さ
れ休耕・放棄地の発生はな
く、景観の評価は「非常に優
れている」。

10

　皆瀬川を由来とする河岸段
丘により耕地が急傾斜となっ
ている地域であるが、適正な
維持管理と耕作の継承により
美しい景観を有している。休
耕・放棄地の発生はなく、景
観の評価は「優非常にれてい
る」。
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　畑作が中心であり、夏かぼ
ちゃやブルーベリー、ブラッ
クベリー、こはぜ等を栽培し
ており、他との差別化を図っ
た新たな地域農業の展開を
図っている。

　地域を横断する国道107号
線沿いの石沢川には、毎年5
月に地元保育園児や学童保育
園児と交流し、100旒もの鯉
のぼりを設置しており、大切
な地域行事となっている。

　毎年元旦に行われる豊作占
い「酒飲み占い」や6月に諏
訪神社の祭礼として行う作況
占い【作占い】など、地域行
事を継承している。

　地域では大仙市の無形民族
文化財「椒沢番楽」を継承し
ており、毎年8月には豊作を
祈願している。

 地域を貫流する与惣右エ門堰
（農業用用水路）は、地域農業
に恩恵を与えている。また、歴
史ある水路であり、岩盤開削な
ど幾多の試練を乗り越え、延長
約9km、11年の歳月を経て完成し
たとされており、地域の大事な
資源として歴史の伝承を含め保
全している。

　地域では湯沢市の無形民族
文化財「板戸番楽」を継承し
ており、毎年8月には豊作を
祈願している。

　集落の名称ともなった「貝
沼」（ため池）は、古くから
生活用水や農業用水など、貴
重な地域の宝として、現在も
大切に守り継がれている。

　「ことぶきベリー園」で
は、ブルーベリー等の栽培だ
けではなく、加工・販売等の
六次産業化にも取り組んでお
り、オリジナル商品を開発し
ブランド化も図っている。

　豊作祈願として毎年8月に
行われている地域の伝統行事
「初餅」は、輪番制で餅をつ
き全戸に豊作祈願として配布
しており、絶やすことなく継
承している。

　平成の名水百選「元滝伏流
水」や桜の名所「栗山池公
園」など、市内でも有数の観
光資源を有する。

　地域には新規就農研修施設
の研修後に、スキルを活かし
た花卉（花火ダリア）の栽培
を行う農業者もおり、新たな
地域農業の展開を図ってい
る。

 地域では地元小学校や稲川
土地改良区と連携した、小学
生との農業体験や与惣右エ門
堰の学習会も行っているな
ど、地域交流も図っている。

　地域住民から信仰を集める
奥宮山は、参拝者のほか登山
者も多く訪れるなど人気の登
山場となっている。　　　
　奥宮山山頂からの景色は雄
大である。

　貝沼は、ヘラブナやこいの
釣り場として親しまれており
多くの釣り人に人気を博して
いる。過去には横手市出身の
漫画家である矢口高雄氏の代
表作「釣キチ三平」でも掲載
されている。

　ことぶきベリー園では毎
年、地元の園児とともに「苗
木植え付け体験」や「摘み取
り体験」を実施するなど、農
業体験を通じた交流を図って
いる。

　地域による田植えや稲刈
り、ハサがけ等の農業体験が
行われており、学習の場とし
て交流も図っている。

　地域を流れる「奈曽川」河
口では、毎年小学生による鮭
の稚魚放流が行われるなど、
交流を図っている。

　地域では、稲刈り後に昔な
がらの稲架掛けを継承してお
り、稲わらは家畜の敷藁とし
て使われる他、「刈和野の大
綱引き」の綱の材料にも使用
されている。

 地域の「高壇稲荷神社」で
は豊作祈願のために祭典を行
い、集落の子供達と恵比寿俵
を奉納するなど、伝統文化の
保全・継承を図っているい
る。

　平成24年9月のゆざわジオ
パークの誕生に伴い、ジオポ
イントの一つとして貝沼が選
定されるなど、多面的に注目
を集めている。

　地域産野菜は地元の学校給
食への食材提供や近隣の洋菓
子店に出荷したりと、地産地
消に貢献している。

　地域では、県事業「魅力あ
る里づくりモデル事業」の採
択を受け、体験農園や里山の
整備、椒沢番楽の新規参入者
の受け入れ支援などを実施す
ることとしており、地域のPR
と交流人口の拡大を図る取組
が期待できる。

/
50

/
50

/
50

/
50

/
50

/
50

/
50

　ことぶきベリー園関係者3
名と個人農家1名を含む4名に
より維持管理を実施してい
る。

　本地域は、日本型直接支払制度の
活動組織「宿集落協定、ザラメキ集
落協定（中山間）」及び「宿環境保
全活動向上組織、ザラメキ農地保全
会、夏川原環境保全組合（多面
的）」の区域である。
　参加者は、集落の3割未満（約
22%)と少数であるが、農地の維持と
管理を参加者一体となって、継続し
ている。

　本地域は、日本型直接支払
制度の活動組織「関集落協定
（中山間）」及び「関地区農
地・水保全会（多面的）」の
区域である。
　集落の半数以上（約57%)が
参加して農地の維持保全を
行っている。

　本地域は、日本型直接支払
制度の活動組織「椒沢環境保
全会（多面的）」の区域であ
る。
　集落の3割以上（約33%)が
参加し、農地の維持保全を
行っている。

 本地域は、日本型直接支払
制度の活動組織「京政集落協
定（中山間）（多面的）」の
区域である。
　集落の半数以上（約64%)が
参加し農地の維持保全を行っ
ている。

　本地域は、日本型直接支払
制度の活動組織「板戸集落協
定（中山間）」の区域であ
る。
　集落の半数以上（約61%)が
参加し農地の維持保全を行っ
ている。

　 本地域は、日本型直接支
払制度の活動組織「貝沼集落
協定（中山間）（多面的）」
の区域である。
　集落の半数以上（約90%)が
参加し農地の維持保全を行っ
ている。

　平成20年度に3名の集落の
農家が協力し合い「ことぶき
ベリー園」を設立し、農地の
維持管理も行っている。

　平成12年より中山間地域等
直接支払交付金(2組織)、平
成26年より多面的機能支払交
付金(3組織)による活動を続
けている。

　平成13年から中山間地域等
直接支払交付金、平成26年か
ら多面的機能支払交付金によ
る活動を続けている。

　平成19年より農地・水・環
境保全対策制度に取り組み、
現在は多面的機能支払交付金
よる活動を続けている。

 平成18年から中山間地域等
直接支払交付金、平成28年か
ら多面的機能支払交付金によ
る活動を続けている。

　平成12年から中山間地域等
直接支払交付金による活動を
続けている。

　平成12年から中山間地域等
直接支払交付金、平成27年か
ら多面的機能支払交付金によ
る活動を続けている。
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/
20

/
20

/
20

/
20

/
20

/
20

/
20

－
1
8
－



No.38 前山 北秋田市前山

(1)

(2)

アマランサス タカキビ

評価（案）

項　目 配　点 評価点 評価ポイント 写真

非常に優れている 10点

優れている 7点

普通 5点

集落の半数以上が参加 10点

集落の３割以上が参加 7点

その他（３割未満） 5点

５年以上 10点

３年以上 7点

その他 5点

計 40点

景　　観 5点

　地域では水稲のほか、
雑穀米として「アマラン
サス」や「タカキビ」等
を栽培しており、他地域
にはない特色有る農業を
展開している。
　開花時には美しい景色
が広がるが、一時的では
あるものの、休耕農地が
みられることから、景観
の評価は「普通」。

地域住民
の

活動状況

10点

　本地域は、日本型直接
支払制度（多面的）の活
動組織「前山地区資源保
全会」の区域（一部区域
外）に含まれている。
　集落の半数以上（約
97%)が参加し農地の維持
保全を行っている。

活
動
の
参
加
人
数

10点

　平成19年から農地・
水・環境保全向上対策制
度に取り組み、現在は多
面的機能支払交付金よる
活動を続けている。

活
動
の
継
続
年
数

Ｐ　　Ｒ
ポイント

１項目5点、満点を20点
とする。
※（項目数）×5点

15点

　集落で組織する「前山
元気村」では、子供達を
集めての各種交流イベン
トを開催し地域の活性化
に努めている。

　地域で栽培する雑穀米
は５種類（アマランサ
ス、ヒエ、アワ、キビ、
タカキビ）と多種に渡
り、全国的にも珍しい地
域である。

　新たな取り組みとして
「卵油」等の製造も行っ
ており、比内地鶏の飼育
を始める農家もいる。

－19－



No.39 檜山 能代市檜山

(1)

(2)

評価（案）

項　目 配　点 評価点 評価ポイント 写真

非常に優れている 10点

優れている 7点

普通 5点

集落の半数以上が参加 10点

集落の３割以上が参加 7点

その他（３割未満） 5点

５年以上 10点

３年以上 7点

その他 5点

計 47点

景　　観 7点

　沢筋に伸びる一団の団
地で、基盤整備済みであ
るものの、傾斜との調和
が図られた景観が美し
い。
　地域住民により適正に
維持管理され休耕・放棄
地の発生はないことから
も、景観の評価は「優れ
ている」。

地域住民
の

活動状況

10点

　日本型直接支払制度の
活動組織「羽州いなほ会
広域活動組織（多面
的）」の区域（一部区域
外）に含まれている。
　集落の半数以上（約
77%)が参加し農地の維持
保全を行っている。

活
動
の
参
加
人
数

10点

　平成26年から多面的機
能支払交付金による活動
を続けている。

活
動
の
継
続
年
数

Ｐ　　Ｒ
ポイント

１項目5点、満点を20点
とする。
※（項目数）×5点

20点

　農事組合法人「アグリ
檜山（代表の山埼氏は秋
田県認定のふるさと水と
土指導員。活動組織代
表。）」では、毎年近傍
の小学校と継続的に交流
を図っており、田植え・
稲刈り、大豆の収穫など
農業体験による学習の場
にもなっている。
　地域では、まちづくり
協議会が設立されてお
り、「なっとう祭り」や
「檜山桜祭り」など、多
種多彩な交流イベントを
企画し、地域の活性化を
図っている。

　地域では歴史の里づく
りに力を入れており、檜
山城をはじめとした数々
の史跡を巡る「のしろ檜
山周辺歴史ガイド」が人
気となっている。

　京都にゆかりを持ち、
栽培の北限とされる「檜
山茶」の保全機運の高ま
りを受け、檜山茶保全会
が発足するなど、能代市
と一体になった活動を
行っている。

－20－



No.40 宮ノ目 三種町下岩川

(1)

(2)

　　（写真なし）

評価（案）

項　目 配　点 評価点 評価ポイント 写真

非常に優れている 10点

優れている 7点

普通 5点

集落の半数以上が参加 10点

集落の３割以上が参加 7点

その他（３割未満） 5点

５年以上 10点

３年以上 7点

その他 5点

計 42点

景　　観 7点

　山と川に囲まれた自然
豊かな本地域は、基盤整
備された整形の畦畔ライ
ンと一面の田園風景が調
和しており美しい。地域
により適正に管理され休
耕・耕作地の発生はない
ことから、景観の評価は
「優れている」。

地域住民
の

活動状況

10点

　本地域は、日本型直接
支払制度（中山間）の活
動組織「宮ノ目集落協
定」の区域である。
　集落の半数以上（約
65%)が参加し農地の維持
保全を行っている。

活
動
の
参
加
人
数

10点

　平成12年より中山間地
域等直接支払交付金を活
用し活動を続けている。

活
動
の
継
続
年
数

Ｐ　　Ｒ
ポイント

１項目5点、満点を20点
とする。
※（項目数）×5点

15点

　本地域を含む下岩川地
域全体で行う「盆踊り」
が実施されており、近隣
集落との交流が生まれる
など、地域活性化の一助
となっている。

　地域産米を良質な水と
厳しい品質管理により栽
培するブランド米「岩川
水系米」を栽培・販売す
るなど、地域特産物とし
てPRしている。

　地域の重要な交通網で
ある県道や町道では、日
本型直接支払制度（中山
間）による向日葵やコス
モス等の植栽の他、ク
リーンアップを地域一体
で行うなど、地域環境の
保全にも努めている。

－21－



No.41 金山 潟上市飯田川

(1)

(2)

評価（案）

項　目 配　点 評価点 評価ポイント 写真

非常に優れている 10点

優れている 7点

普通 5点

集落の半数以上が参加 10点

集落の３割以上が参加 7点

その他（３割未満） 5点

５年以上 10点

３年以上 7点

その他 5点

計 42点

景　　観 7点

　急峻で狭隘な条件不利
農地を抱えながらも営農
が継承されている。傾斜
が著しい地域の上流部に
おいては、適正に維持管
理された美しい棚田風景
を眺望できる。休耕農地
は若干あるものの殆どが
耕作されており。景観の
評価は「優れている」。

地域住民
の

活動状況

10点

　本地域は、日本型直接
支払制度の活動組織「金
山集落協定（中山間）」
及び「金山農友会（多面
的）」の区域（一部区域
外）である。
　集落の半数以上（約
50%)が参加し農地の維持
保全を行っている。

活
動
の
参
加
人
数

10点

　平成17年より中山間地
域等直接支払交付金、平
成26年より多面的機能支
払交付金による活動を続
けている。

活
動
の
継
続
年
数

Ｐ　　Ｒ
ポイント

１項目5点、満点を20点
とする。
※（項目数）×5点

15点

地域の磯前神社では、毎
年5月と11月に豊作祈願
を行うなど、伝統と文化
を絶やさず守り続けてい
る。

地域には新規就農支援事
業交付金を活用し、小菊
やトルコキョウ等の花卉
のハウス栽培を行う農業
者もおり、新たな地域農
業の展開を図っている。

日本型直接支払交付金に
よる農地維持や花壇づく
り等による活動のほか、
地域では料理教室を通じ
た住民同士の交流活動も
行われている。

－22－



No.42 中村 五城目町馬場目

(1)

(2)

評価（案）

項　目 配　点 評価点 評価ポイント 写真

非常に優れている 10点

優れている 7点

普通 5点

集落の半数以上が参加 10点

集落の３割以上が参加 7点

その他（３割未満） 5点

５年以上 10点

３年以上 7点

その他 5点

計 40点

景　　観 10点

　薬師山と馬場目川に囲
まれた自然豊かな地域で
あり、基盤整備済みであ
るものの、整った美しい
階段状の田園風景は来訪
者を魅了している。
　広範囲であるが、休
耕・放棄地は一切なく、
景観の評価は「非常に優
れている」。

地域住民
の

活動状況

10点

　本地域は、日本型直接
支払制度の活動組織「中
村家ノ前集落協定（中山
間）」及び「中村いずみ
会（多面的）」の区域
（一部区域外）である。
　集落の半数以上（約
53%)が参加し農地の維持
保全を行っている。

活
動
の
参
加
人
数

10点

　平成18年より中山間地
域等直接支払交付金を活
用し活動を続けている。
また同年に中村いずみ会
（多面的）を設立。翌19
年より農地・水・環境保
全対策制度に取り組み、
現在は多面的機能支払交
付金よる活動も続けてい
る。

活
動
の
継
続
年
数

Ｐ　　Ｒ
ポイント

１項目5点、満点を20点
とする。
※（項目数）×5点

10点

　9世紀半ばに天台僧に
より開設されたとされる
「安養寺」は現在は廃寺
されているものの、修行
僧が残した石像「薬師如
来」は町指定有形文化財
とされており、地域で大
切に保全している。

　貴重な地域資源とし
て、集落東部に樹齢500
年以上、樹高20m余りの
いちょうの木が立ち、地
域住民による適正な保全
管理がされている。

－23－



No.43 綱木沢 井川町寺沢

(1)

(2)

評価（案）

（写真なし）

項　目 配　点 評価点 評価ポイント 写真

非常に優れている 10点

優れている 7点

普通 5点

集落の半数以上が参加 10点

集落の３割以上が参加 7点

その他（３割未満） 5点

５年以上 10点

３年以上 7点

その他 5点

計 40点

景　　観 5点

　丘陵地に開けた地域で
あるが、適正に維持管理
された景色が眺望できる
ほか、ブルーベリーをは
じめとした、特色有る農
業を展開している。一時
的ではあるが休耕農地が
みられることから、景観
の評価は「普通」。

地域住民
の

活動状況

5点

　ことぶきベリー園関係
者3名と個人農家1名を含
む4名により維持管理を
実施している。

活
動
の
参
加
人
数

10点

　平成20年度に3名の集
落の農家が協力し合い
「ことぶきベリー園」を
設立し、農地の維持管理
も行っている。

活
動
の
継
続
年
数

Ｐ　　Ｒ
ポイント

１項目5点、満点を20点
とする。
※（項目数）×5点

20点

　畑作が中心であり、夏
かぼちゃやブルーベ
リー、ブラックベリー、
こはぜ等を栽培してお
り、他との差別化を図っ
た新たな地域農業の展開
を図っている。

　「ことぶきベリー園」
では、ブルーベリー等の
栽培だけではなく、加
工・販売等の六次産業化
にも取り組んでおり、オ
リジナル商品を開発しブ
ランド化も図っている。

　ことぶきベリー園では
毎年、地元の園児ととも
に「苗木植え付け体験」
や「摘み取り体験」を実
施するなど、農業体験を
通じた交流を図ってい
る。

　地域産野菜は地元の学
校給食への食材提供や近
隣の洋菓子店に出荷した
りと、地産地消に貢献し
ている。
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No.44 東由利宿 由利本荘市東由利宿

(1)

(2)

評価（案）

項　目 配　点 評価点 評価ポイント 写真

非常に優れている 10点

優れている 7点

普通 5点

集落の半数以上が参加 10点

集落の３割以上が参加 7点

その他（３割未満） 5点

５年以上 10点

３年以上 7点

その他 5点

計 40点

景　　観 10点

　急峻で狭隘な農地を多
く有する地域であるが、
営農を継承し農地環境の
保全に取り組んでいる。
高舘山から眺む棚田の景
色は鳥海山や夕日、雲海
等が織りなす様々な景色
を楽しむことができる。
若干の休耕農地がみられ
るものの、景観の評価は
「非常に優れている」。

地域住民
の

活動状況

5点

　本地域は、日本型直接
支払制度の活動組織「宿
集落協定、ザラメキ集落
協定（中山間）」及び
「宿環境保全活動向上組
織、ザラメキ農地保全
会、夏川原環境保全組合
（多面的）」の区域であ
る。
　参加者は、集落の3割
未満（約22%)と少数であ
るが、農地の維持と管理
を参加者一体となって、
継続している。

活
動
の
参
加
人
数

10点

　平成12年より中山間地
域等直接支払交付金(2組
織)、平成26年より多面
的機能支払交付金(3組
織)による活動を続けて
いる。

活
動
の
継
続
年
数

Ｐ　　Ｒ
ポイント

１項目5点、満点を20点
とする。
※（項目数）×5点

15点

　地域を横断する国道
107号線沿いの石沢川に
は、毎年5月に地元保育
園児や学童保育園児と交
流し、100旒もの鯉のぼ
りを設置しており、大切
な地域行事となってい
る。

　豊作祈願として毎年8
月に行われている地域の
伝統行事「初餅」は、輪
番制で餅をつき全戸に豊
作祈願として配布してお
り、絶やすことなく継承
している。

　地域による田植えや稲
刈り、ハサがけ等の農業
体験が行われており、学
習の場として交流も図っ
ている。
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No.45 関 にかほ市象潟町

(1)

(2)

酒飲み占い 作占い

評価（案）

項　目 配　点 評価点 評価ポイント 写真

非常に優れている 10点

優れている 7点

普通 5点

集落の半数以上が参加 10点

集落の３割以上が参加 7点

その他（３割未満） 5点

５年以上 10点

３年以上 7点

その他 5点

計 42点

景　　観 7点

　南東に鳥海山、西に日
本海が背景となる棚田の
景色が雄大である。地域
の適切な維持管理や営農
の継承も景色を一層際立
たせている。夕映えの景
色は棚田とのコントラス
トが特に美観である。し
かしながら、休耕農地が
みられることから、景観
の評価は「優れてい
る」。

地域住民
の

活動状況

10点

　本地域は、日本型直接
支払制度の活動組織「関
集落協定（中山間）」及
び「関地区農地・水保全
会（多面的）」の区域で
ある。
　集落の半数以上（約
57%)が参加して農地の維
持保全を行っている。

活
動
の
参
加
人
数

10点

　平成13年から中山間地
域等直接支払交付金、平
成26年から多面的機能支
払交付金による活動を続
けている。

活
動
の
継
続
年
数

Ｐ　　Ｒ
ポイント

１項目5点、満点を20点
とする。
※（項目数）×5点

15点

　毎年元旦に行われる豊
作占い「酒飲み占い」や
6月に諏訪神社の祭礼と
して行う作況占い【作占
い】など、地域行事を継
承している。

　平成の名水百選「元滝
伏流水」や桜の名所「栗
山池公園」など、市内で
も有数の観光資源を有す
る。

　地域を流れる「奈曽
川」河口では、毎年小学
生による鮭の稚魚放流が
行われるなど、交流を
図っている。
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No.46 椒沢 大仙市大沢郷宿

(1)

(2)

評価（案）

（写真なし）

（写真なし）

項　目 配　点 評価点 評価ポイント 写真

非常に優れている 10点

優れている 7点

普通 5点

集落の半数以上が参加 10点

集落の３割以上が参加 7点

その他（３割未満） 5点

５年以上 10点

３年以上 7点

その他 5点

計 42点

景　　観 5点

　急峻で狭隘な沢筋と開
けた緩傾斜の農地で設定
される地域であるが、地
域による適正な維持管理
が行き届いており、美し
い田園風景が眺望でき
る。休耕・放棄地の発生
はないものの、緩傾斜区
域が多いことから、景観
の評価は「優れてい
る」。

地域住民
の

活動状況

7点

　本地域は、日本型直接
支払制度の活動組織「椒
沢環境保全会（多面
的）」の区域である。
　集落の3割以上（約
33%)が参加し、農地の維
持保全を行っている。

活
動
の
参
加
人
数

10点

　平成19年より農地・
水・環境保全対策制度に
取り組み、現在は多面的
機能支払交付金よる活動
を続けている。

活
動
の
継
続
年
数

Ｐ　　Ｒ
ポイント

１項目5点、満点を20点
とする。
※（項目数）×5点

20点

　地域では大仙市の無形
民族文化財「椒沢番楽」
を継承しており、毎年8
月には豊作を祈願してい
る。

　地域には新規就農研修
施設の研修後に、スキル
を活かした花卉（花火ダ
リア）の栽培を行う農業
者もおり、新たな地域農
業の展開を図っている。

　地域では、稲刈り後に
昔ながらの稲架掛けを継
承しており、稲わらは家
畜の敷藁として使われる
他、「刈和野の大綱引
き」の綱の材料にも使用
されている。

　地域では、県事業「魅
力ある里づくりモデル事
業」の採択を受け、体験
農園や里山の整備、椒沢
番楽の新規参入者の受け
入れ支援などを実施する
こととしており、地域の
PRと交流人口の拡大を図
る取組が期待できる。

－27－



No.47 京政 湯沢市三梨

(1)

(2)

評価（案）

項　目 配　点 評価点 評価ポイント 写真

非常に優れている 10点

優れている 7点

普通 5点

集落の半数以上が参加 10点

集落の３割以上が参加 7点

その他（３割未満） 5点

５年以上 10点

３年以上 7点

その他 5点

計 42点

景　　観 7点

 雄長子内岳と皆瀬川に
囲まれた自然豊かな地域
であるが、地域による適
正な維持管理が行き届い
ており、美しい景観が眺
望できる。休耕・放棄地
の発生はなく、景観の評
価は「優れている」。

地域住民
の

活動状況

10点

 本地域は、日本型直接
支払制度の活動組織「京
政集落協定（中山間）
（多面的）」の区域であ
る。
　集落の半数以上（約
64%)が参加し農地の維持
保全を行っている。

活
動
の
参
加
人
数

10点

 平成18年から中山間地
域等直接支払交付金、平
成28年から多面的機能支
払交付金による活動を続
けている。

活
動
の
継
続
年
数

Ｐ　　Ｒ
ポイント

１項目5点、満点を20点
とする。
※（項目数）×5点

15点

 地域を貫流する与惣右
エ門堰（農業用用水路）
は、地域農業に恩恵を与
えている。また、歴史あ
る水路であり、岩盤開削
など幾多の試練を乗り越
え、延長約9km、11年の
歳月を経て完成したとさ
れており、地域の大事な
資源として歴史の伝承を
含め保全している。

 地域では地元小学校や
稲川土地改良区と連携し
た、小学生との農業体験
や与惣右エ門堰の学習会
も行っているなど、地域
交流も図っている。

 地域の「高壇稲荷神
社」では豊作祈願のため
に祭典を行い、集落の子
供達と恵比寿俵を奉納す
るなど、伝統文化の保
全・継承を図っているい
る。

－28－



No.48 板戸 湯沢市皆瀬

(1)

(2)

評価（案）

（写真なし）

項　目 配　点 評価点 評価ポイント 写真

非常に優れている 10点

優れている 7点

普通 5点

集落の半数以上が参加 10点

集落の３割以上が参加 7点

その他（３割未満） 5点

５年以上 10点

３年以上 7点

その他 5点

計 40点

景　　観 10点

　皆瀬側上流部に沿って
開けた丘陵地に位置する
地域であり、整備済みで
あるもの急峻な傾斜と
整った畦畔のラインが調
和し景観が美しい。地域
住民により適正に維持管
理され休耕・放棄地の発
生はなく、景観の評価は
「非常に優れている」。

地域住民
の

活動状況

10点

　本地域は、日本型直接
支払制度の活動組織「板
戸集落協定（中山間）」
の区域である。
　集落の半数以上（約
61%)が参加し農地の維持
保全を行っている。

活
動
の
参
加
人
数

10点

　平成12年から中山間地
域等直接支払交付金によ
る活動を続けている。

活
動
の
継
続
年
数

Ｐ　　Ｒ
ポイント

１項目5点、満点を20点
とする。
※（項目数）×5点

10点

　地域では湯沢市の無形
民族文化財「板戸番楽」
を継承しており、毎年8
月には豊作を祈願してい
る。

　地域住民から信仰を集
める奥宮山は、参拝者の
ほか登山者も多く訪れる
など人気の登山場となっ
ている。　　　
　奥宮山山頂からの景色
は雄大である。
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No.49 貝沼 湯沢市皆瀬

(1)

(2)

評価（案）

項　目 配　点 評価点 評価ポイント 写真

非常に優れている 10点

優れている 7点

普通 5点

集落の半数以上が参加 10点

集落の３割以上が参加 7点

その他（３割未満） 5点

５年以上 10点

３年以上 7点

その他 5点

計 45点

景　　観 10点

　皆瀬川を由来とする河
岸段丘により耕地が急傾
斜となっている地域であ
るが、適正な維持管理と
耕作の継承により美しい
景観を有している。休
耕・放棄地の発生はな
く、景観の評価は「優非
常にれている」。

地域住民
の

活動状況

10点

　 本地域は、日本型直
接支払制度の活動組織
「貝沼集落協定（中山
間）（多面的）」の区域
である。
　集落の半数以上（約
90%)が参加し農地の維持
保全を行っている。

活
動
の
参
加
人
数

10点

　平成12年から中山間地
域等直接支払交付金、平
成27年から多面的機能支
払交付金による活動を続
けている。

活
動
の
継
続
年
数

Ｐ　　Ｒ
ポイント

１項目5点、満点を20点
とする。
※（項目数）×5点

15点

　集落の名称ともなった
「貝沼」（ため池）は、
古くから生活用水や農業
用水など、貴重な地域の
宝として、現在も大切に
守り継がれている。

　貝沼は、ヘラブナやこ
いの釣り場として親しま
れており多くの釣り人に
人気を博している。過去
には横手市出身の漫画家
である矢口高雄氏の代表
作「釣キチ三平」でも掲
載されている。

　平成24年9月のゆざわ
ジオパークの誕生に伴
い、ジオポイントの一つ
として貝沼が選定される
など、多面的に注目を集
めている。
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